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し
い
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

80
代
の
女
性

近
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
避
難
し
て
お
り
、
ト
イ
レ
が

使
用
で
き
な
い
た
め
、
近
く
の
畑
に
行
き
転
倒
。
自
力
で

動
け
な
い
状
態
と
な
り
、
低
体
温
症
の
た
め
死
亡
。

福
祉
の
支
援
は
有
効
だ

　

東
日
本
大
震
災
時
、
自
分
だ
け
で
は
避
難
で
き
な

か
っ
た
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
「
誰
が
避
難
支
援
し

た
か
」に
つ
い
て
、
内
閣
府
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て

い
る
。

第
１
位　

85
人　

家
族
・
同
居
者

第
２
位　

60
人　

近
所
、
友
人

第
３
位　

53
人　

福
祉
関
係
者

第
４
位　

11
人　

消
防
・
消
防
団

内
閣
府
「
避
難
に
関
す
る
総
合
的
対
策
の
推
進
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果

報
告
書
」（
東
日
本
大
震
災
時
、
１
９
７
人
、
複
数
回
答
あ
り
）２
０
１
３
年

　

近
年
、
よ
う
や
く
福
祉
関
係
者
が
災
害
支
援
に
取

り
組
む
事
例
が
増
え
て
き
た
。

・
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
＊

の
拡
充（
各
種
の
福
祉
団
体
等
も
含
む
）

・
被
災
福
祉
施
設
へ
の
支
援

・
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運
営

・
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

こ
れ
ら
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
８
県
で
は
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
常
設
型
の
災
害
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

こ
れ
ま
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
・

運
営
を
担
っ
て
き
た
が
、
脆
弱
性
の
強
い
社
会
構
造

の
中
で
は
、
本
来
の
福
祉
的
支
援
に
注
力
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

平
時
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

　

２
０
２
５
年
２
月
14
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
災
害

救
助
法
に
お
け
る
災
害
時
の
救
助
の
種
類
に
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
は
じ
め
、
関
係
者

の
長
年
の
主
張
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

法
律
や
条
例
を
制
定
す
る
た
め
に
は
、
立
法
事
実

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
法
事
実
と
は
「
法
律
を

制
定
す
る
場
合
の
基
礎
を
形
成
し
、
か
つ
、
そ
の
合

理
性
を
支
え
る
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
・
科
学

的
事
実
」（
出
典
：
参
議
院
法
制
局
‐
議
員
立
法
の
立

案
プ
ロ
セ
ス
）で
あ
る
。

　

災
害
救
助
法
は
１
９
４
７
年
に
施
行
さ
れ
た
が
、

救
助
の
種
類
と
し
て
医
療
、
助
産
が
挙
げ
ら
れ
福
祉

は
な
か
っ
た
。
当
時
は
、
戦
後
ま
も
な
く
で
あ
り
、

平
均
寿
命
は
男
50
歳
、
女
54
歳
。
数
少
な
い
高
齢
者

も
大
家
族
制
の
下
で
家
族
と
と
も
に
生
活
を
し
て
い

た
者
が
大
多
数
で
あ
る
。
救
助
の
種
類
に
福
祉
が
な

か
っ
た
の
は
、
立
法
事
実
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

当
然
と
言
え
る
。

　

一
方
で
、
立
法
事
実
と
す
べ
き
事
実
が
あ
っ
て
も
、

政
治
的
問
題
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
法
制
度
化
さ
れ
に

く
い
。
今
回
は
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
救
助

の
種
類
に
加
え
る
べ
き
か
ど
う
か
、
加
え
る
と
し
た

ら
ど
の
時
期
が
適
切
だ
っ
た
ろ
う
か
。
立
法
事
実
の

観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り

　

図
に
見
る
よ
う
に
、
戦
後
に
お
い
て
、
最
大
の
自

然
災
害
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
は
東
日
本
大
震
災
で

あ
る
。
そ
の
前
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
あ
っ
た
。
現
在
、
東
日
本
大
震
災
以
上
の
被

害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
三
つ
の
大

地
震
が
あ
る
。
そ
の
30
年
間
の
発
生
確
率
は
、
政
府

に
よ
れ
ば
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
80
％
、
日
本
海
溝
地

震
で
90
％
、
首
都
直
下
地
震
で
70
％
で
あ
る
。
こ
の

三
大
地
震
が
30
年
間
に
全
て
発
生
す
る
確
率
は
単
純

計
算
で
５
割
を
超
え
る
の
に
対
し
、
三
つ
と
も
発
生

し
な
い
確
率
は
１・４
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
加
え

て
温
暖
化
に
伴
う
巨
大
台
風
、
大
洪
水
、
土
砂
災
害
、

そ
し
て
火
山
噴
火
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
私
た
ち

は「
大
災
害
の
時
代
」を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

社
会
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
化

　

災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
基
本
理
念
に
「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」と
し
て
、以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
他
の
公
共
機
関
の
適
切
な
役

割
分
担
及
び
相
互
の
連
携
協
力
を
確
保
す
る（
→
公
助
）と
と
も

に
、
こ
れ
と
併
せ
て
、
住
民
一
人
一
人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動

（
→
自
助
）及
び
自
主
防
災
組
織（
住
民
の
隣
保
協
同
の
精
神
に

基
づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）そ
の

他
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
自
発
的
に
行
う
防

災
活
動（
→
共
助
）を
促
進
す
る
こ
と
。」（
傍
線
部
は
筆
者

に
よ
る
。）

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
時

に
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
約
７
１
７
万
人

で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
５
年
に
は
２
２
０
０
万

人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
30
年

間
で
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
３
倍
に
増
え
た
。

75
歳
未
満
で
は
約
４
％
の
方
が
要
介
護
・
要
支

援
で
あ
る
が
、
75
歳
以
上
に
な
る
と
約
３
割
の

方
が
要
介
護
・
要
支
援
に
な
る
。
ま
た
、
家
族

立
法
事
実
に
見
る
災
害
福
祉 

～
災
害
救
助
法
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
位
置
付
け
～
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の
支
援
が
期
待
し
に
く
い
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し

の
方
は
約
３
・
４
倍
に
増
加
し
た
。
障
が
い
者
も
30

年
間
で
約
２
倍
に
増
え
た
と
い
う
推
計
も
あ
る
。

　

ま
た
、
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
１
９
９
７
年

に
は
42
・
３
％
が
隣
近
所
と
「
親
し
く
付
き
合
っ
て

い
る
」
と
回
答
し
て
い
た
が
、
２
０
２
４
年
の
同
様

の
調
査
で
は
「
よ
く
付
き
合
っ
て
い
る
」
は
９
・３
％

に
減
少
し
た
。
共
助
の
基
礎
と
な
る
近
所
付
き
合
い

も
著
し
く
弱
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
自
治
体
職
員
は
30
年
間
で
15
％
ほ
ど
減
少

し
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
１
９
９
５
年
に
比
較
し
て
、
自
助

は
高
齢
化
と
単
身
化
、
共
助
は
近
所
付
き
合
い
の
希

薄
化
、
公
助
は
職
員
数
の
減
少
で
そ
れ
ぞ
れ
弱
く

な
っ
た
。
要
支
援
者
は
大
幅
に
増
加
し
た
一
方
、
自

助
、
共
助
、
公
助
が
弱
く
な
り
、
脆
弱
な
社
会
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
、障
が
い
者
が
犠
牲
に
な
り
や
す
い

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
亡
く
な
っ
た
方
の
６
割
は

高
齢
者
で
あ
り
、
障
が
い
者
の
死
亡
率
は
２
倍
程
度

に
上
る
。

　

熊
本
地
震
の
関
連
死
で

は
、
図
３
の
よ
う
に
60
代
を

超
え
る
と
急
激
に
増
加
し
、

人
数
が
少
な
い
は
ず
の
80
代

が
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
半
数
以
上
は
１
カ
月
以

内
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

能
登
半
島
地
震
で
も
、
ご

遺
族
の
同
意
が
得
ら
れ
た

方
に
つ
い
て
は
関
連
死
の
状

況
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
厳

し
い
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

80
代
の
女
性

近
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
避
難
し
て
お
り
、
ト
イ
レ
が

使
用
で
き
な
い
た
め
、
近
く
の
畑
に
行
き
転
倒
。
自
力
で

動
け
な
い
状
態
と
な
り
、
低
体
温
症
の
た
め
死
亡
。

福
祉
の
支
援
は
有
効
だ

　

東
日
本
大
震
災
時
、
自
分
だ
け
で
は
避
難
で
き
な

か
っ
た
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
「
誰
が
避
難
支
援
し

た
か
」に
つ
い
て
、
内
閣
府
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て

い
る
。

第
１
位　

85
人　

家
族
・
同
居
者

第
２
位　

60
人　

近
所
、
友
人

第
３
位　

53
人　

福
祉
関
係
者

第
４
位　

11
人　

消
防
・
消
防
団

内
閣
府
「
避
難
に
関
す
る
総
合
的
対
策
の
推
進
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果

報
告
書
」（
東
日
本
大
震
災
時
、
１
９
７
人
、
複
数
回
答
あ
り
）２
０
１
３
年

　

近
年
、
よ
う
や
く
福
祉
関
係
者
が
災
害
支
援
に
取

り
組
む
事
例
が
増
え
て
き
た
。

・
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
＊

の
拡
充（
各
種
の
福
祉
団
体
等
も
含
む
）

・
被
災
福
祉
施
設
へ
の
支
援

・
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運
営

・
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

こ
れ
ら
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
８
県
で
は
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
常
設
型
の
災
害
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

こ
れ
ま
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
・

運
営
を
担
っ
て
き
た
が
、
脆
弱
性
の
強
い
社
会
構
造

の
中
で
は
、
本
来
の
福
祉
的
支
援
に
注
力
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

平
時
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

省
は
１
９
８
９
年
度
に
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
を
示
し
、

２
０
０
０
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
を
導
入
し
た
。

高
齢
者
が
激
増
す
る
と
い
う
推
計
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
介
護
は
家
族
が
中
心
的
に
担
う
も

の
と
い
う
個
人
モ
デ
ル
か
ら
、
社
会
全
体
で
支
え
る

べ
き
と
い
う
社
会
モ
デ
ル
に
代
わ
る
理
念
の
転
換
が

は
か
ら
れ
た
。
一
方
、
防
災
に
お
い
て
は
、
社
会
の

脆
弱
性
が
高
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
助
、
共

助
、
公
助
の
枠
組
み
の
維
持
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
平
時
の
高
齢
者
の
介
護
問

題
が
政
策
課
題
と
な
り
、
か
つ
当
時
戦
後
最
大
の
自

然
災
害
と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
が
、
災
害

救
助
法
に「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」を
位
置
付
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

災
害
時
の
福
祉
の
位
置
付
け
が
不
明
確
な
ま
ま
、

私
た
ち
は
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、

西
日
本
豪
雨
災
害
、
東
日
本
台
風
、
能
登
半
島
地
震

な
ど
大
き
な
災
害
に
襲
わ
れ
、
多
く
の
高
齢
者
、
障

が
い
者
等
が
助
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
命
を
落
と
し

た
の
で
あ
る
。

＊
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
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